
健診後の保健指導の効果 

 

事業所訪問による面接相談の効果 （原則年１回、面接時間約２０分間）を、平成６年度～１１年度の６年間継続して健診を受診した者５２万件のデータを 

分析して明らかにした。保健指導回数と健診結果の関連は、以下の図表のとおり、保健指導回数が増えるにしたがって、指導区分「軽度異常」・「経過観察」 

であった者が５年後に指導区分「要治療」・「治療中」（要医療）へ移行する割合は明らかに減少しており、１回２０分という短時間の面接であっても、継続して 

保健指導を受けることにより、検査数値の改善が顕著に認められた。 

 また、保健指導回数と生活習慣の関連においても、男女ともに全ての生活習慣項目（食事時間・回数、偏食、味付け、間食、外食、飲酒、喫煙、ストレス、 

運動）で、保健指導回数が増えるにしたがって望ましい生活習慣であることも明らかとなった。 
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（女性）                       （単位：％） （男性）                       （単位：％） 

 ０回 回 回１回 ２回 ３ ４ ５回

血圧 22.2 22.5 18.2 15.0 12.3 2.5 

脂質 12.1 12.8 11.9 10.6 8.7 5.7 

肝機能 3.9 3.7 3.1 2.6 1.0 1.4 

代謝 10.2 9.5 9.6 7.5 9.7 0.0 

血液 1.1 1.3 1.1 1.3 0.9 0.5 

 

 ０回 １回 ２回 ３回 ４回 ５回

血圧 19.4 20.6 16.2 16.2 14.9 4.7 

脂質 16.7 16.7 15.0 13.9 8.8 7.6 

肝機能 1.8 2.2 2.5 2.2 1.4 1.9 

代謝 8.3 7.6 4.7 6.1 0.0 0.0 

血液 4.2 4.6 5.0 4.7 4.5 4.3 
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